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　As、Se、Cd、Pb の標準原液は、SPEX 製の ICP 汎
用混合液 XSTC-469 を使用した。内標準として使用した







　　Industrial waste dumped illegally had been discovered at the boundary area between Aomori 
and Iwate prefectures. We investigated the trace and toxic elements in water and soil samples 
collected around this illegal dumping site. Samples were collected 8 times in total between 2008 to 
2009 and four elements of arsenic, selenium, cadmium and lead were analyzed by ICP-MS. As the 
result, the concentration in almost all samples showed below the environmental criterion value 
of 10μg/L. Among water samples, those collected at the wellhead near the dumping site 
showed the concentration in the range of 0.22 to 0.56 μg/L for selenium. The correlated variation 
was confirmed for the concentration of lead in soil samples collected at the dumping site and at the 
wellhead near the site. 
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径 0.45 μm のメンブレンフィルターで再度減圧吸引濾
過を行い、沈殿物を除去した。
3.3　測　定
　測定の概要を Table1 に示す。測定に用いた ICP-MS

















料の測定値から回収率を求めた。2009 年 5 月採取の水
系試料と 2008 年 11 月採取の土壌試料を対象に行い、
回収率として As;79 ～ 119%，Se;95 ～ 128%，Cd;83 ～
102%，Pb;98 ～ 117% の範囲の値が得られた。
4.2　水系試料の測定結果
　Table2-1 ～ Table2-4 に水系試料の測定結果を示す。




















　処理水に含まれる As 濃度の経時変動を Fig.2 に示す。
2008 年に比べて 2009 年に採取した試料の方がやや高濃
度になっていることが確認できる。
　水系試料における Se 濃度の経時変動を Fig.3 に示す。
導入水と処理水において、2008 年に比べ 2009 年がより
高い濃度を示し、また導入水の濃度が高いときは処理水
の濃度もやや高い値を示した。旧水源は低濃度（0.6μg/
L 未満）ではあるが BG 試料である杉倉川橋付近より高
い濃度を維持していることが観察できる。
4.3　土壌試料の測定結果
　Table3-1 ～ Table3-4 に土壌試料の測定結果を示す。
N.D. は定量下限値未満を示す。いずれの試料も環境基
準値を超える濃度は検出されなかった。




















度の経時変化を Fig.4 に示す。これら 2 つの試料の経時





2009 年 11 月に採取した導入水の Pb 濃度は環境基準値
を上回ったが、滲出水処理施設で処理されているため、
周辺環境に影響はないと判断できる。
　導入水の Se 濃度、処理水の As と Se 濃度が 2008 年
から 2009 年にかけて上昇する傾向を示した。また、旧
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Fig.4　土壌試料における Pb 濃度の経時変動
◆；①投棄現場，■；③旧水源
